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アークレイ株式会社との動物病院用・非接触モニターシステム販売協力 

に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 27 年 8 月 20 日に開示いたしましたとおり、同日開催の取締役会にて、アークレ

イ株式会社（本社：京都市中京区、代表取締役 執行役員社長：松田 猛、以下「アークレイ」と

いいます。）との業務提携に向けた検討開始を決議し、「業務提携検討に関する覚書」を締結いた

しました。 

その後、具体的な業務提携に向けてアークレイと協議を進めてまいりました。その結果、平成

28 年 1 月 27 日開催の取締役会においてアークレイと、当社グループが開発した、動物病院用・

非接触モニターシステム（商品名「ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ）」の販売協力を行うことを決議し、

同日付でアークレイとの間で「販売協力契約」を締結いたしましたので、下記の通りお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．動物病院用・非接触モニターシステム（商品名「ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ）」の特徴 

アークレイとこのたび販売協力を開始する、「ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ）」は、マイクロ波セ

ンサーと赤外線カメラを利用した非接触モニターを患者動物のケージに取り付けることで、24 時

間・動物病院内外でペットの様子を見守ることができるシステムです。 

センサーがペットの体の動き、呼吸・心拍数を捉えてモニターし、動物病院内の Wi-Fi ネット

ワークを経由し iPad/iPad mini で映像・グラフを見ることができます。またインターネット回線

を通じて動物病院外でも見ることができ、入院中のペットの状態管理などにお役に立てていただ

けます。 

 

２．アークレイとの販売協力契約締結の理由 

アークレイは動物医療事業の拡大に向けて、積極的な展開を進めており、世界各国に広がる販

売・サービス網やノウハウなどの事業資産を有しております。 

会 社 名 株式会社日本動物高度医療センター 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 平 尾 秀 博 

 （コード番号：6039） 

問 合 せ 先 取締役管理本部長 石 川 隆 行 

 （TEL.044-850-1320） 



一方、当社子会社 JC アライアンス株式会社では、ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ）」を開発し、神

奈川県・東京都を中心にマーケティングしてまいりました。 

これらを踏まえ、「ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ）」を全国の動物病院様向けに積極的に販売する

ことを目指し、アークレイと販売協力することを決定したものです。 

 

３．アークレイの概要 

（１）名称 アークレイ株式会社 

（２）所在地 京都府京都市中京区烏丸通四条上ル笋町 689 

京都御幸ビル 10F 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 執行役員社長  松田 猛 

（４）事業内容 臨床検査用の機器・試薬および検査データ管理システムの 

研究開発・製造・販売、機能性食品素材の研究開発・販売 

（５）設立年月日 1963 年（昭和 38 年）9 月 26 日 

（６）従業員数 2,148 名（グループ全体） 

※平成 27 年（2015 年）11 月 1 日現在 

 

４．「ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ）」の概要 

（１）名称 ＣＬＡＩＲＶＯ（クリアボ） 

（２）アークレイとの販売協力

開始日 

平成 28 年（2016 年）2 月 2 日 

（３）仕 様 

   構 成 

 

   モニター項目 

 

   電 源 

   消費電力 

   外形寸法 

   動作環境 

無線通信 

カメラ 

 

マイクロ波ドップラーセンサー、照度計付き赤外線カメ

ラ、温度・湿度計、取り付け金具、専用ルーター 

心拍数、呼吸数、体動、温度、湿度 

照度計付き赤外線カメラによるリアルタイム動画 

AC100V（付属アダプタを使用） 

15W 以下 

118mm（W）x 80mm(H) x 62mm(D)（突起を含まず） 

0~30℃（結露なきこと、密閉空間では使用不可） 

規格 Wi-Fi 

カメラ画角：水平/128 度 垂直/98 度 対角/170 度 

赤外線ライト：周囲の明るさで自動点灯 

（４）希望納入価格 288,000 円（税別） 

（５）製造販売元 JC アライアンス株式会社（当社 100%子会社） 

※本製品は医療機器ではありません。心拍・呼吸を正確に測定するものではありませんので、

測定結果を診断に使用しないでください。 

 



５．日程 

平成 28 年１月 27 日  当社取締役会決議及び販売協力契約の締結 

 

６．今後の見通し 

本件が当社グループの当期業績に与える影響は、現在のところ軽微であると予想されます。 

以 上 


